



























































































































































































































































































































































































































































区分 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度
児童虐待 77  86  80  97  90
（119）2017年保育ソーシャルワーク公開研究会報告
【表2】市内保育施設の類型
公立認可 私立認可 小規模 事業所内 こども園 計





 （c）  配慮を必要とする子ども・保護者に対する関
係機関と連携した支援の実施
 （d）  子どもに関わる施設とのネットワーク形成
【図2】別紙参照
④連携の仕組みと取組状況について　【表3】
仕組み 
（会議）
会議の役割
保育所の 
取組状況
発達支
援会議
発育・発達に支援が必要な子どもに
対し、切れ目のないひとつのシステ
ムとして、共通認識の下、関係機関
が連携して支援を行うため、定期的
な情報共有や協議の実施
平成29年度
から療育担
当者会議へ
参画　　　
要保護
児童対
策地域
協議会
虐待を受けている子どもの早期発見
や適切な保護を図るため、平成17年
11月に設置。虐待を受けた子どもを
はじめとする要保護児童等に関する
情報共有や支援内容の協議
同協議会へ
の参画　　
すくっ
ぴー会
議　　
要保護児童となる可能性のある要支
援児童や妊娠期から支援の必要な要
支援妊婦において、児童福祉担当課
（子育て支援課）と母子保健担当課
（健康課）の関係職員での情報共有
と支援内容の協議
参画を検討
中　　　　
三館合
同会議
子育て支援施設の三館（子育てサ
ポートセンター、鶴ケ谷児童館、西
部児童センター）による連携・協働
を進めるための情報共有
参画を検討
中　　　　
⑤事例紹介　【図3】別紙参照
⑥ 連携について振り返る
【日々の気づきが大切】連携を図るには、子ども・
保護者と毎日関わっている保育士の気づきが大切。
子育ての大変さなど保護者が発信していることを
受け止めることから始まる。
【繋がることが目的ではない】平成31年度から開
始する基幹保育所は、市内保育所の困りごとを捉
え、公立保育所の強みである行政と連携を生かし
保育所と関係機関を繋ぎ、保育現場での具体的な
支援方法を一緒に考えていくことが役割だと考え
る。
【顔の見える関係】連絡先の組織をすべて理解す
ることは難しいので、入り口となるところが明確
にわかると良い。組織全体というより、誰と連携
をとることはできるかでお互いの信頼関係が深ま
り、より連携しやすくなると思われる。
終わりに
　基調講演では、倉内氏の実践を踏まえた講演に、
参加した保育士さんたちに共感の声が上がった。
もっと聞きたいという声もあった。まさに、「保
育者だからできるソーシャルワーク」という氏の
著書の中にある「私たちはそんなにも専門的なこ
とをやっていたのね」という発見の場になってい
た。私も、保育士が実は多くのソーシャルワーク
機能を果たしていることを具体的に把握すること
ができた。特にシステムズ・アプローチは大いに
考えるところがあった。私は、「保育士は忙しくて、
ソーシャルワークなんてできない」という類の発
言に触れてきた。しかし、だからといってソーシャ
ルワークの視点をもたなくてよいとも思えなかっ
た。保育とソーシャルワークがどういうあり方を
すれば、保育の中でソーシャルワークが機能する
のかを考えてきた。それに対するヒントがシステ
ムズ・アプローチではないかと思っている。つま
り、子どもへの支援と保護者への支援を分けて考
えるのではなく、子どもへの支援の効果が保護者
に波及していくと考えれば、子ども支援の上に保
護者支援が重なっていると考えられる。この考え
方なら、保育士が保育を行うことがソーシャル
ワーク的機能を果たしている面があるということ
になるのではないか。
　さて、「連携」をテーマとして事例報告を各専
門職に方々にお願いした。その中でまず確認でき
たことは、保育所・保育園が関係機関とよく連携
しているということだった。その上でその効果に
ついて、重要な内容が示唆されたと思っている。
黒須氏は、「抑止につながる」と指摘した。これ
は問題発生後の対応以上に重要な機能である。佐
野氏は、「連携することで問題が見えやすくなっ
たり、対応方法の提示も幅が広がる」と述べた。
（120） 熊坂　聡
見守りの目が増え、違う視点から見ることで見え
てくることがある。複数の専門機関が連携するこ
とで複数の対応の仕方が集まり、対応の幅が広が
るということであろう。金野氏は、「見守りや支
援の体制が広がった」「効果的な支援に繋がった」
「卒園後の支援体制維持に繋がった」「スムーズな
支援に繋げていくことができた」と述べた。支援
には体制の構築が必要であることを指摘している。
久道氏は、連携の先に「具体的な支援方法を一緒
に考えていくこと」が重要であること、「顔の見
える関係」から信頼関係を醸成することで効果的
な連携を構築していく必要性を指摘している。「連
携」は人と社会をつなぐソーシャルワークの具体
的な機能であり、報告者が指摘してくれた連携の
実践はまさにソーシャルワークであったといえる。
この実践をソーシャルワークとして裏打ちできれ
ば、その実践はさらに効果的になるのではないか。
おわりに
　今回で2回目の本公開研究会も多くの方々の協
力によって行うことができた。基調講演を引き受
けてくださった倉内氏、事例報告を引き受けてく
ださった皆様、準備に協力してくださった方々に
心から感謝申し上げたい。また、倉内氏の講演の
実現に協力してくださった神奈川県立大学の川村
隆彦先生（臨床ソーシャルワーク）にも一方なら
ずお世話になった。心から感謝申し上げたい。保
育士が保育とソーシャルワークを行うということ
の理解は決して浸透しているわけではない。しか
し、多くの保育士さんが本公開研究会に集まった
ということは、その必要性を示唆していると言え
るのではないか。求められている保育所の役割を
支える保育士さんたちの働きに少しでも貢献でき
ればと願う。
（121）2017年保育ソーシャルワーク公開研究会報告
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